













































































































































ＯＭｅ 獄ＮＨＡｃ 剛oi三lfpＨ 2２ 1９
この実験事実は、従来知られているインドールの求電子置換反応では合成の困難であっ
た１－アリール置換インドール化合物群の新しい合成法の開拓に成功したことになる。そ
の条件は求核剤の共存下にギ酸と反応させるだけという極めてマイルドかつ簡単な操作で
合成することができ、金属触媒等を用いる必要のない無金属，無公害な反応といえる。さ
らに、求核剤の種類によってはインドール骨格上に炭素一炭素結合が出来るので、貴金属
を触媒とする種々のカップリング反応（Stillｅカップリング，Suzuki-Miyauraカップリン
グ，Ｈｅｃｋ反応など）と同等の威力を示す新反応を開発したことになる。以上より、１ｔ
Ｆロキシインドール化合物を用いればこれまでに全く前例の無かったインドール骨格上で
の求核置換反応を起こすことができ､インドール化学の常識を打ち破る新事実を見出した。
以上より、これまでに前例の無かったインドール化学における求核置換反応の存在を明
らかにした。また求核置換反応による生成物は、基質となる１－上Ｆロキシインドール自
体の構造の変化や使用する求核剤の種類，反応試薬によって様々に変化し、組み合わせに
よっては新たな反応経路が開かれることも明らかにすることが出来た。合成したサンプル
は薬理を持つことが期待でき、当初の目的を果たすとともに１－ヒドロキシインドール化
学のさらなる展開が期待出来る。
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学位論文審査結果の要旨
申請者は、１－hydroxyindole化合物群に特徴的な反応の開拓研究を行い、下記の成果を得ている。
１）１－HydroXytlyptaminesとenaminesとをＴｓＣ１（またはMsC1）存在下反応させ、indole骨格２位に
enamine由来のamineが置換した、新規３－hydroXy-3Lfindole化合物群の合成反応を発見した。
２）求核剤共存下に、１－hydroMIyptaminesをTsClと反応させると、求核剤が３ａ位に導入された新規な
pyrrolo[２，３－６]indole化合物群を合成できることを見出した。
３）８５％蟻酸を用いてl-hydroXytryptaminesと求核剤を反応させると、求核剤の種類により異なるが、
indole骨格上の様々な位置で、求核置換反応が起ることを見出した。
４）求核置換反応による生成物は､基質となるl-hydroXyindole自体の構造の変化や使用する求核剤の種類、
反応試薬、条件によって劇的に変化することを見出し、indole化学における従来法による求電子置換反
応では合成困難な、各種置換indole化合物群の新しい合成法の開拓に成功した。
以上、本論文は、l-hydroXyindolesの特徴的な性質を見出し、巧みに利用して、金属触媒等を用いる必
要のない、indole骨格1位、５位、６位および７位に炭素一炭素結合を形成する無公害な反応を見出してお
り、indole化学の進展に貢献するところ大である。
論文審査委員会は、口頭発表の結果をも踏まえて、本論文が博士論文に値すると判定した。
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